
週間国際経済2017（25） №110  07/28～08/0８ 

 

07/28・韓国、消費に薄日 4～6月、GDP0.6％増 個人消費が0.9％増加 

 

07/29・米、2.6％成長に加速（4-6月年率） 景気拡大、9年目突入 ＜１＞ 

    戦後最長視野 伸びは鈍化、所得格差拡大、構造問題も 

  ・北朝鮮、弾道ミサイル発射 28日深夜に強行、奇襲性高める 

  ・「税の国境調整」見送り トランプ政策逆風強まる 宙に浮く大型減税 

    オバマケア見直しも3回目の否決 共和党から造反、議論膠着 

 

08/01・世界の上場投信4兆ドル超 残高5年で倍増 低金利で資金流入 

  ・米広報部長10日で解任 トランプ政権、混乱際立つ 

 

08/02・ユーロ圏緩やかに回復 4～6月、年率2.3％成長 緩和縮小後押し ＜２＞ 

    ユーロ一時131円台 1年半ぶり高値 NY株は5日連続最高値、2万2000ドル突破 

  ・米新車販売7月7％減 今年、前年割れの可能性 

 

08/03・インド、10か月ぶり利上げ 7年ぶり水準 インフレ率低下、個人消費を刺激 

  ・韓国、格差解消へ税制改正案 富裕層・大企業に増税 ＜３＞ 

 

08/04・安倍首相「最優先は経済再生」 第3次改造内閣発足（3日） 

  ・英中銀、金利据え置き 総裁「EU離脱が経済に影響」 

  ・トランプ氏再び移民標的 規制法案支持を表明 雇用確保強調も立法化は不透明 

  ・名目賃金6月0.4％減 1年1カ月ぶり ボーナス減額響く 

 

08/05・米雇用20.9万人増 7月、失業率4.3％に改善 FRB、資産縮小追い風 ＜４＞ 

    追加利上げは小休止の見方 物価上昇率1.4％、賃金上昇率に鈍さ 

  ・トヨタ・マツダ相互出資 500億円ずつ 米でEV共同生産も 

 

08/06・習氏、権力集中に執念 「北戴河会議」始まる 2期目へ体制固め 

 

08/07・国連安保理、北朝鮮制裁を決議 石炭など全面禁輸 中ロも賛成 

     中国、石油禁輸は応じず 米に配慮、北朝鮮にはクギ 

  ・米国務長官 ミサイル停止が対話の条件 河野外相と初会談（マニラ） 

 

08/08・日本1～6月経常黒字リーマン後最大10.5兆円 海外投資の収益増 ＜５＞ 

    第1次所得収支前年同期比2％増の9.7兆円 貿易・サービス収支は15％減の1.7兆円 

  ・ASEAN結成50周年 マニラで記念式典 

  ・メキシコ、車生産11％増（1-7月） 米向け輸出が好調、14％伸びる 

 



 


